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生まれながらに全盲だった森野さんは

３歳のとき、おもちゃのキーボードで

遊んでいて音楽に興味を持った。

４歳からピアノを習い始めると、音楽

の才能がどんどん開花。

盲学校の小学部へ入学後は、平日は親

元を離れ寄宿舎で過ごす日々だったが、

寂しいときには音楽が癒やしてくれた。

ただ、歌は好きだったものの人前で歌

うことはなく、もっぱらピアノ担当だっ

たという。

歌うきっかけは、08（平成20）年、盲学

校の寄宿舎指導員に赴任し

てきた井上克己さんとの出会いだった。

井上さんは01（平成13）年に、歌好き

な仲間と音楽グループ「ハーモニック

ス」を結成、活動を続けて

きた。寄宿舎で森野さんと

話をするうちに、「音楽で

自分の思いを伝えたい子は

たくさんいますが、彼女は

相手のことを考えながら伝

えたいという思いやりの気

持ちを持っていることに気

づきました」という。ハーモニックス

の活動の原点である「人と人の気持ち

を重ね合わせてすてきなハーモニー

を奏でる」に通じる。森野さんをメン

バーに勧誘した。

平均年齢45歳のハーモニックスに18歳

の森野さんがなじめるのか。多少の心

配もあったが、音楽には世代を超える

力がある。しっかりした性格

だったこともあって、森野さ

んは音楽を通してすぐに他の

メンバーとも打ち解けた。

この音楽仲間との出会いが

森野さんの世界を広げ、新たな魅力を

引き出した。それまで楽器演奏だけだっ

たため彼女自身も気付かなかったが、

森野さんの歌声には心にしみ込む清ら

かな響きがあった。

ハーモニックスとして活動を始めると、

森野さんのクリスタルボイスはたちま

ち評判となった。彼女のまっすぐな歌

声は多くの人の心に届く。その歌声に

涙し、癒やされる人も多いという。

森野さん自身もライブで癒やされる。

会場では、人と人とのつながり、思い

やりの心を実感できるからだ。

「ステージで歌っていると手拍子や一

緒に口ずさむ声が聞こえてきて、心が

つながった！と心から感じられます」

人と人とのつながりをさらに深めるた

め、ライブでは観客も一緒に楽しめる

ようにフォークソング、唱歌、童謡、

昭和の歌など幅広いジャンルの歌が演

奏される。

聴く人に伝えたいのは平

和や命の大切さ。そんな

テーマの曲を選んでいる

のも、ハーモニックス・

ライブの魅力になってい

る。取材日のライブでも、

なじみある歌から子守歌、

手話を交えた歌など幅広いレパートリー

で会場を盛り上げていた。

清らかな歌声で心を洗われ、歌を通じ

て平和や命の大切さを実感、演奏者・

聴衆一体となって人と人とのつながり

をかみしめられるライブ。こうしたラ

イブ活動を通じて、「さらに経験を重

ねてより深く人とつながりたいと思う

ようになりました」と森野さんは言う。

来年はしんきゅうマッサージ師の資格

取得を目指し勉学にも励む。

（取材・福本）
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◆場所：喫茶ハーモニー
　　　 （近江八幡市鷹飼町573-3 YMCA内1階）
◆入場料：500円（飲み物、お菓子付き）
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歌うきっかけを作った歌うきっかけを作った
井上さ井上さんと一緒にんと一緒に

歌うきっかけを作った
井上さんと一緒に

ハーモニハーモニックスのライブクスのライブ
＝1111月1515日・喫茶ハーモニー日・喫茶ハーモニー
ハーモニックスのライブ
＝11月15日・喫茶ハーモニー

http://www.eonet.ne.jp/~donmai/hmn.index.htm
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